
（別紙３）

～
令和8年2月20日

（対象者数） 25 （回答者数） 14

～
令和8年2月20日

（対象者数） 9 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

定期的なケース検討や支援の振り返りを強化し、PDCAサイク

ルをより機能させることで、支援の質のさらなる向上を図る。

2

保護者支援の機会（相談機会の充実や情報提供の強化等）を検

討し、家庭との連携を一層深めていく。

○事業所名 放課後等デイサービス　piece長町

○保護者評価実施期間 令和8年2月10日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

児童一人ひとりの特性や発達段階に応じた個別支援計画を作成

し、計画に基づいた支援を実施している。また、子どもが安心

して通所できる環境づくりができており、利用児童の満足度が

高い。

視覚的支援や構造化を取り入れ、見通しを持って活動できる環

境設定を行っている。選択の機会を設けるなど、自己決定を尊

重した支援を意識している。

日々の様子や成長の変化について保護者へ継続的に情報共有を

行い、信頼関係を構築している。相談や苦情への対応体制も整

備されている。

送迎時の対話や連絡ツールを活用し、日常的な情報共有を行っ

ている。また、緊急時対応マニュアルを整備し、安全管理を徹

底している。

事業所における自己評価総括表公表



3

研修機会の確保や内部研修の充実により、職員の専門性向上と

支援力の底上げを図る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

空間の有効活用や活動時間の工夫により、個別スペースや落ち

着ける環境の確保に努める。

2

定期的なケース会議の設定や情報共有方法の効率化により、支

援の質向上と職員間の連携強化を図る。

3

無理のない範囲で保護者向け情報提供や相談機会の充実を図る

とともに、地域資源との連携機会を段階的に拡充していく。

保護者交流や地域との連携機会が十分とはいえない。 直接支援を優先してきたことにより、家族支援や地域連携の取

り組みが限定的となっていること。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

施設スペースに限りがあり、活動内容や利用人数によっては十

分な空間確保が難しい場面がある。

物理的な面積の制約があり、個別対応やクールダウンスペース

の確保に限界があること。

個別支援ニーズの高まりにより、職員の業務負担が増え、十分

な振り返りや会議時間の確保が難しい場合がある。

日々の直接支援が優先となり、組織的な支援検討やPDCAの時

間が確保しづらいこと。

安全管理マニュアルや緊急時対応体制を整備し、安心・安全を

第一に運営している。職員は児童理解に基づいた支援を実践し

ている。

ヒヤリハット事例の共有や職員間の情報共有を行い、安全意識

の向上に努めている。また、必要に応じて支援内容の見直しを

行っている。


